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い
つ
も
の
目
黒
に
あ
る
ア
ト
リ
エ
Ｊ
ｅ
―

ｔ

ｅ
ｅ
を
飛
び
出
す
と
こ
ろ
か
ら
話
が
始
ま
っ
た
。

向
か
っ
た
先
は
同
店
の
倉
庫
だ
。
東
京
か
ら
高

速
で
西
へ
小
一
時
間
ほ
ど
走
っ
た
場
所
に
あ

る
。
多
く
の
製
品
は
輸
入
さ
れ
て
か
ら
、
当
座

そ
こ
で
待
機
し
て
出
番
を
待
つ
。「
ヴ
ィ
ン
テ

ー
ジ
・
オ
ー
デ
ィ
オ
の
倉
庫
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
は
ど
こ
か
わ
く
わ
く
さ
せ
る
も
の
が
あ
る

が
、
薄
暗
い
蛍
光
灯
が
ジ
ー
と
う
な
る
ホ
コ
リ

っ
ぽ
い
ビ
ル
の
一
室
を
ぼ
く
は
想
像
し
て
い
た
。

着
い
て
み
る
と
、
そ
こ
は
広
さ
に
し
て
50
畳
、

製
品
は
壁
際
に
積
ま
れ
て
い
て
、
中
央
に
試
聴

ス
ペ
ー
ス
が
空
い
て
い
る
。
フ
ロ
ア
ス
タ
ン
ド

や
お
洒
落
な
イ
ス
ま
で
も
あ
る
。
店
に
運
び
き

れ
な
い
大
型
ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
客
さ
ん
と
聴
く

こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。居
心
地
が
い
い
わ
け
だ
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
移
動
さ
せ
る
の
が
一
苦
労

の
巨
大
ス
ピ
ー
カ
ー
、
ト
ゥ
ル
ー
ソ
ニ
ッ
ク
Ｐ

６
３
Ｈ
Ｆ
が
今
回
の
主
役
に
な
る
。
誌
面
で
は

切
り
抜
き
写
真
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
も

の
も
の
し
さ
は
伝
わ
り
に
く
い
だ
ろ
う
。
38
㎝

ウ
ー
フ
ァ
ー
が
水
平
に
２
発
つ
い
て
い
る
。
た

い
て
い
そ
の
場
合
、
デ
ザ
イ
ン
は
横
長
の
エ
ン

ク
ロ
ー
ジ
ュ
ア
に
な
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
豪

勢
に
も
縦
に
長
い
の
だ
。

　

日
本
初
登
場
と
な
る
稀
少
品
ら
し
い
。
モ
ノ

ラ
ル
時
代
の
１
点
も
の
だ
か
ら
、
ペ
ア
で
そ
ろ

え
る
の
に
６
年
も
か
か
っ
た
と
オ
ー
ナ
ー
の
岡

田
さ
ん
は
言
う
。
う
れ
し
い
の
は
、
お
客
さ
ん

に
ま
だ
披
露
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
が
試
聴

第
１
号
と
い
う
こ
と
だ
。

　

で
っ
か
い
ス
ケ
ー
ル
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
と

い
う
意
図
が
あ
っ
た
の
か
、
岡
田
さ
ん
は
デ
ュ

ー
ク
・
エ
リ
ン
ト
ン
と
カ
ウ
ン
ト
・
ベ
イ
シ
ー

の
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
を
連
続
し
て
か
け
た
。
目

黒
の
店
と
は
違
い
、
人
耳
を
は
ば
か
ら
な
い
音

量
だ
。
こ
れ
に
は
、
や
や
や
と
な
っ
た
。
グ
レ

ー
ト
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
パ
ワ
ー
が
噴
出
す
る
。

な
お
ア
ン
プ
は
、
75
Ｗ
の
パ
ワ
ー
を
誇
る
ウ
エ

ス
タ
ン
Ｋ
Ｓ
―

１
６
６
１
０
だ
か
ら
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
の
極
み
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
物
量
に
頼
っ
て
ひ
た
す
ら
押
し
の
一

手
だ
け
で
は
な
い
。
高
域
ド
ラ
イ
バ
ー
の
振
動

板
が
軽
く
上
質
で
、
現
代
録
音
の
ア
コ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
楽
器
や
女
性
ヴ
ォ
ー
カ
ル
も
い
け
る
。

こ
れ
が
半
世
紀
以
上
前
の
２
ウ
ェ
イ
・
ス
ピ
ー

カ
ー
と
は
ね
…
…
う
ー
む
、
で
あ
る
。
そ
し
て

サ
ラ
サ
ラ
し
て
い
な
い
芯
の
強
さ
が
あ
る
。
測

定
し
て
も
値
に
出
て
こ
な
い
強
さ
だ
。

　

こ
こ
で
一
歩
押
し
進
め
て
、
同
じ
ト
ゥ
ル
ー

ソ
ニ
ッ
ク
の
ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
を
追
加
し
て
３
ウ

ェ
イ
に
し
て
み
た
。
ノ
ラ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
や
マ

ド
ン
ナ
な
ど
の
新
し
い
録
音
に
は
、
全
体
が
柔

ら
か
く
な
っ
て
し
っ
と
り
す
る
。
フ
ォ
ー
プ
レ

イ
の
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
は
切
れ
味
が
命
の
音
質
な

の
で
、
こ
れ
は
ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
が
あ
っ
た
方
が

い
い
。
最
後
に
リ
ン
の
高
音
質
録
音
盤
シ
ベ
リ

ウ
ス
：
組
曲
「
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
」
が

か
か
っ
た
。
豊
か
な
弦
の
響
き
と
エ
ン
ク
ロ
ー

ジ
ュ
ア
の
鳴
り
が
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
て
、
目
を

つ
ぶ
っ
て
い
る
と
ず
っ
ぷ
り
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ

ー
ト
の
気
分
。
だ
が
、
ふ
と
見
回
す
と
そ
こ
は

倉
庫
。
オ
ー
デ
ィ
オ
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
し

ん
か
ら
体
験
し
た
。
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カ
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Retro-Future
古くて新しい もうひとつのビンテージオーディオ

ビンテージといえば、アルテックやタンノイ、ＪＢＬ、マッキントッシュなどが
誌面に取り上げられる機会が多い。しかし、当時これらの老舗と肩を
並べるほかの多くのブランドがあったことを知る人は少ないだろう。
東京、目黒にあるビンテージショップ「アトリエＪｅ-ｔｅｅ」では、
音質はもちろん、デザインにもこだわった「もうひとつのビンテージ」を
数多く紹介している。本企画では、同店で販売されている
製品を中心に、毎号テーマとなるブランドを取り上げている。

トゥルーソニックの大型スピーカー第 1 0 回

STEPHENS Tru-Sonic
analog�vol.22�でも御紹介したSTEPHENS�Tru-SonicはJ.B.�
ランシング氏と共に1930年代からスピーカーの開発をしていた�
ロバートステフェンス氏によって1941年頃にカリフォルニアに�
設立。当時から製品のクオリテイーが高く、プロ用音響機器や
仕上げの美しい高級ハイファイスピーカーをメインに生産し、オ
ーデイオファン憧れのブランドだった。残念な事に日本でオーデ�
イオブームが始まる70年代には先に50年代頃にピークを迎え
て�いた欧米のオーデイオブームは下火になりSTEPHENS社の
ほとんどの製品も日本には紹介されていない。

P-63HF
1940年代後期にシアター用
やプロユースを目的に開発され
た大型システム。その壮大な
スケール音と大型ながらクリア
で抜けの良いサウウンドは2発
の103LX38cmウーファーと
H625�/�P30ドライバーのコン
ビネーションから繰り出される。
生産台数が少ないためアメリ
カでも入手が困難でステレオ
でペアで試聴できる事がめっ
たにない伝説の名機である。

103LX Woofer
1940年代後期から作られている当社最高品位の38cmウーファーで、とて
も軽く張りのあるコーン紙にかなり大型のアルニコマグネット搭載しているた
め、とても音の解像力が高く、感度もAltec� 515を上回るほど。有名な
JBL150-4Cはこれと同じようなコーン紙が使われており、ずば抜けた密度
の高い中音域とクリアでぬけの良い音質はその強力型ともいえる。市場
価格は50万円前後ペア

P-52HF
1940年代初め頃から生産されて
いる38cmユニット専用のエンク
ロジャー。当時は38cm同軸ユニッ
ト206AXが搭載されてプロ用ス
タジオモニターとしても活躍してい
た。Altecの銀箱612と外観、
材質が似ていて容積もほぼ同じく
らいだが、縦長のフロアタイプとなっ
ていて、より低音が出る構造に
なっているため、セッテイングがし
やすくなっている。また、103LX
ウーファーと8セルホーンドライバー
を搭載させると、J.B.ランシングが
開発した事で知られるアイコニッ
クスピーカーと同等なシステムとな
る。

P-63HFのキャビネットは響きの
良い米松合板で構成され、その
構造は当社が好んで採用してい
るスリットタイプの低音放射方式
になっており、低音は正面ホーン
の両サイドのスリットから放出され
る。そしてH625�10セルホーン
を装着したP30ドライバーが内部
補強板に載せられている。当時
は600Hzの専用ネットワークを
使った2wayシステムとして活躍
していたが、このシステムに当社
の5KTツイーターを追加して
3wayシステムとする事でより最
新の録音ソースにも対応が可能
になる。外観は初期タイプはホー
ンもすべて同色のハンマートーン
塗装。後期タイプはホーンが黒
塗装で箱はハンマートーンに仕
上げられていた。サイズ 高さ
125cm、幅90cm、奥60cm、
重量105kg。市場価格は450
〜 500万円ペア

X600 X-over
P30ドライバー専用の600Hzクロスのネットワークで大型のコイルとオイル
コンデンサーで構成されている。ケースの材質はベークライトで中は振動
止めにぎっしりとピッチで埋められている。市場価格は9〜 12万円ペア

P30 Driver
当社の最高品位のドライバーで
3.5インチ（約9cm）�のアルミ製
ダイアフラムを強力な大型アル
ニコマグネットで駆動させている。
P30はJBLの375と同クラスのド
ライバーとなるがダイアフラムが
より薄く軽量になっているためよ
り高域再生能力に優れ、また能
率も高く同社の103LX�38cm
ウーファー2発と同等のエネル
ギーを備えている。市場価格は
65万円前後ペア


